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『
太
平
經
鈔
』
丙
部
卷
三 

十
二
葉
裏
十
行
目
～
十
三
葉
裏
九
行
目 

担
当 

臧
魯
寧 

【
原
文
】 

吾
所
以
告
子
〔
一
〕
，
道
畢
具
。
乃
能
使
帝
王
保
得
天
地
之
懽
心
〔
二
〕
，
天
下
羣
神
〔
三
〕
徧
説
，
蚑
行

動
搖
之
屬
，
莫
不
悦
〔
四
〕
喜
，
夷
狄
却
降
，
瑞
應
悉
出
，
灾
害
悉
〔
五
〕
除
，
國
家
延
命
，
人
民
老
壽
。

審
能
好
善
，
行
〔
六
〕
吾
書
，
惟
思
其
要
意
〔
七
〕
，
莫
不
響
應
，
比
若
重
規
合
矩
，
無
有
脱
者
也
。 

欲
與
國
千
斤
金
〔
八
〕
，
不
若
與
一
要
言
，
以
致
治
太
平
，
除
灾
安
天
下
〔
九
〕
。
古
者
帝
王
〔
一
〇
〕
，

未
常
患
財
貨
〔
十
一
〕
，
乃
患
貧
於
〔
士
〕
〔
一
二
〕
，
愁
大
賢
不
〔
一
三
〕
至
，
人
民
〔
不
〕
聚
〔
一
四
〕
，
皆
欲
外

附
，
日
以
踈
〔
一
五
〕
少
，
以
是
不
稱
皇
天
之
〔
一
六
〕
心
。
若
積
金
玉
奇
物
〔
一
七
〕
，
縱
横
〔
一
八
〕
千
里
，
直
〔
一

九
〕
上
至
天
，
終
不
〔
二
〇
〕
致
大
賢
、
聖
人
、
仙
士
來
頼
助
帝
王
之
治
〔
二
一
〕
。 

吾
書
乃
三
光
神
吏
常
隨
而
照
之
〔
二
三
〕
。 

 

【
校
勘
】
対
校
本
：
『
太
平
經
』
卷
四
十
六
「
道
無
價
卻
夷
狄
法
第
六
十
二
」 

（
敦
煌
鈔
本S4226

作
「
太
平
經
卷
第
四
十
六
道
无
價
卻
夷
扶
治
第
六
十
二
」
。 

〔
一
〕
經
作
「
今
吾
所
與
子
」
。 

〔
二
〕
經
作
「
迺
能
使
帝
王
深
得
天
地
之
歡
心
」
。 

〔
三
〕
經
作
「
天
下
之
羣
臣
」
。 

〔
四
〕
「
悦
」
經
作
「
忻
」
。 

〔
五
〕
「
悉
」
經
作
「
畢
」
。 

〔
六
〕
「
行
」
上
經
有
「
案
」
字
。 

〔
七
〕
經
作
「
唯
思
得
其
要
意
」
。 

〔
八
〕
經
作
「
故
賜
國
家
千
金
」
。 

〔
九
〕
經
云
「
不
若
與
其
一
要
言

、
、
、
、
、
、
、
可
以
治
者
也
。
與
國
家
萬
雙
璧
玉
，
不
若
進
二
大
賢
也
。
夫
要
言
大
賢

珍
道
，
乃
能
使
帝
王
安
枕
而
治
，
大
樂
而
致
太
平
、
、
、
，
除
去
灾
變

、
、
、
、
，
安
天
下
、
、
、
，
此
致
大
賢
要
言
奇
道
，
價

直
多
少
乎
哉
」
。 

〔
一
〇
〕
經
作
「
故
古
者
聖
賢
帝
王
」
。 

〔
一
一
〕
經
作
「
未
嘗
貧
於
財
貨
也
」
。 
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〔
一
二
〕
經
作
「
乃
常
苦
貧
於
士
」
。 

〔
一
三
〕
經
作
「
大
」
。 

〔
一
四
〕
經
作
「
不
聚
」
。 

〔
一
五
〕
經
作
「
疏
」
。 

〔
一
六
〕
經
無
「
之
」
字
。 

〔
一
七
〕
經
作
「
積
金
玉
璧
奇
偽
物
」
。 

〔
一
八
〕
經
作
「
橫
縱
」
。 

〔
一
九
〕
經
無
「
直
」
字
。 

〔
二
〇
〕
經
作
「
不
能
」
。 

〔
二
一
〕
經
作
「
使
來
輔
治
也
」
。 

〔
二
二
〕
「
神
」
上
有
「
之
」
字
。 

〔
二
三
〕
經
作
「
照
視
之
也
」
。 

 

【
訓
読
】 

吾
れ
以
て
子
に
告
ぐ
る
と
こ
ろ
、
道
こ
と
ご
と
く
具
う
。
乃
ち
能
く
帝
王
を
し
て
天
地
の
懽
心
を

保
ち
て
得
し
め
、
天
下
の
群
神
を
し
て
徧
く
悦
ば
し
め
、
蚑
行
動
搖
の
属
い
を
し
て
悦
喜
せ
ざ
る
な

か
し
め
、
夷
狄
を
し
て
却
き
て
降
せ
し
め
、
瑞
応
を
し
て
悉
く
出
で
し
め
、
災
害
を
し
て
悉
く
除
か

し
め
、
国
家
を
し
て
命
を
延
ば
さ
し
め
、
人
民
を
し
て
老
寿
た
ら
し
む
。
ま
こ
と
に
能
く
好
み
て
善

し
と
し
、
吾
が
書
を
行
い
、
其
の
要
意
を
惟
思
す
れ
ば
、
響
応
せ
ざ
る
な
く
、
な
ら
べ
て
規
に
重
ね

て
矩
に
襲
ぬ
、
脱
す
る
者
有
る
無
き
が
ご
と
き
な
り
。 

国
に
千
斤
の
金
を
与
え
ん
と
欲
す
る
は
、
一
要
言
を
与
え
、
以
て
治
を
太
平
に
致
し
、
灾
い
を
除

き
天
下
を
安
ん
ず
る
に
若
か
ず
。
い
に
し
え
、
帝
王
は
未
だ
か
つ
て
財
貨
を
患
え
ず
、
乃
ち
士
に
貧

き
を
患
い
、
大
賢
至
ら
ず
、
人
民
聚
め
ず
、
み
な
外
に
附
か
ん
と
欲
し
、
日
に
以
て
踈
少
な
り
、
こ

れ
を
以
て
皇
天
の
心
に
稱
え
ざ
る
を
愁
う
。
金
玉
奇
物
を
積
め
、
縦
横
た
る
こ
と
千
里
、
直
上
し
て

天
に
至
る
が
若
き
は
、
終
に
大
賢
、
聖
人
、
仙
士
來
た
り
、
頼
り
て
帝
王
の
治
を
助
く
る
を
致
さ

ず
。 吾

が
書
乃
ち
三
光
の
神
吏
常
に
隨
い
て
之
れ
を
照
ら
す
。 
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【
翻
訳
】 

 
私
が
あ
な
た
に
教
え
た
道
書
の
中
に
は
、
道
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
は
帝
王
が
天
地

の
歓
心
を
買
っ
て
そ
の
状
態
を
保
ち
一
、
世
の
中
の
神
々
が
喜
び
二
、
虫
の
た
ぐ
い
三
で
さ
え
も
喜
ば

な
い
も
の
が
な
く
、
夷
狄
が
降
参

こ
う
さ
ん

し
て
撤
退
し
、
瑞
応
が
現
れ
、
災
い
を
払
い
、
政
権
が
長
く
続
く

四
、
国
民
が
長
生
き
す
る
五
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ん
と
う
に
良
い
も
の
と
認
め
て
大
事

に
し
六
、
私
の
道
書
の
教
え
を
実
行
し
、
そ
の
大
事
な
意
味
を
よ
く
考
え
れ
ば
、
応
え
な
い
こ
と
が
な

く
、
た
と
え
ば
コ
ン
パ
ス
や
差
し
金
で
描
い
た
円
と
角
と
が
あ
い
重
な
り
七
、
外
れ
る
こ
と
が
な
い
こ

と
と
同
じ
だ
。 

 

国
に
一
千
斤
の
黄
金
を
寄
付
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
一
道
書
八
を
（
帝
王
に
）
進
呈
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
世
の
中
を
太
平
な
状
態
に
し
、
災
い
を
払
い
、
天
下
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
及
ば
な
い
。
い
に

し
え
、
帝
王
は
こ
れ
ま
で
財
貨
を
心
配
し
な
く
、
逆
に
士
人
不
足
に
不
安
が
あ
り
、
大
賢
が
来
な

く
、
国
民
が
国
内
に
居
ら
ず
九
、
ほ
か
の
国
に
寄
り
そ
お
う
と
し
一
〇
、
（
人
口
が
）
日
に
日
に
減
少

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
の
心
に
添
わ
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
財
宝
や
珍
し
い
も
の
を
貯
え
る

こ
と
に
至
っ
て
は
、
千
里
の
土
地
を
覆
い
、
空
に
届
く
ま
で
に
積
み
上
げ
て
も
、
結
局
、
大
賢
、
聖

人
、
仙
士
を
招
き
寄
せ
一
一
、
帝
王
を
補
佐
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

私
の
道
書
は
い
つ
も
日
、
月
、
星
の
三
光
一
二
神
官
が
そ
れ
を
照
ら
し
て
い
る
。 

 

一 

保
得
天
地
之
懽
心 

『
孝
經
』
孝
治
「
故
得
萬
國
之
懽
心
，
以
事
其
先
王
」
，
「
故
得
百
姓
之
懽
心
，
以
事
其
先

君
」
，
「
故
得
人
之
懽
心
，
以
事
其
親
。
」2551~2552

。
『
漢
書
』
刑
法
志
「
聖
人
既
躬
明
悊

之
性
，
必
通
天
地
之
心
，
制
禮
作
教
，
立
法
設
刑
，
動
緣
民
情
，
而
則
天
象
地
。
」1079 

二 

羣
神
徧
説 

『
尚
書
』
舜
典
「
肆
類
于
上
帝
，
禋
于
六
宗
，
望
于
山
川
，
徧
于
群
神
。
」126

。
『
經
』
卷
五

十
去
浮
華
訣
「
是
以
聖
人
欲
得
天
道
之
心
意
，
以
調
定
陰
陽
，
而
安
王
者
，
使
天
下
平
，
群
神
遍

悅
喜
。
」50.8b 
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三 
蚑
行
動
搖 

『
淮
南
子
』
俶
真
訓
「
有
有
者
，
言
萬
物
摻
落
，
根
莖
枝
葉
，
青
蔥
苓
蘢
，
萑
蔰
炫
煌
，
蠉
飛
蠕

動
，
蚑
行
噲
息
，
可
切
循
把
握
而
有
數
量
。
」
。
『
鈔
』
癸
部
卷
十
・
賢
不
肖
自
知
法
「
日
月
列

星
，
五
行
四
時
，
六
甲
陰
陽
，
萬
物
蚑
行
動
搖
之
屬
，
皆
不
空
生
。
」10.7a

。 

四 

國
家
延
命 

『
漢
書
』
王
莽
傳
上
「
賴
蒙
陛
下
聖
德
，
扶
服
振
救
，
遮
扞
匡
衛
，
國
命
復
延
。
」4028 

五 

老
寿 

『
左
傳
』
昭
公
二
十
年
「
鬼
神
用
饗
，
國
受
其
福
，
祝
史
與
焉
，
其
所
以
蕃
祉
老
壽
者
，
為
信
君

使
也
，
其
言
忠
信
於
鬼
神
。
」2092 

六 

好
善 

『
周
禮
』
夏
官
司
馬
・
合
方
氏
「
掌
達
天
下
之
道
路
。
通
其
財
利
，
同
其
數
器
，
壹
其
度
量
，
除

其
怨
惡
，
同
其
好
善
。
」
鄭
注
「
所
好
所
善
，
謂
風
俗
所
高
尚
。
」864
。
『
孟
子
』
告
子
上

「
是
故
文
武
興
，
則
民
好
善
；
幽
厲
興
，
則
民
好
暴
。
」
，
告
子
下
「
夫
苟
好
善
，
則
四
海
之

內
，
皆
將
輕
千
里
而
來
告
之
以
善
。
」
盡
心
上
「
古
之
賢
王
好
善
而
忘
勢
，
古
之
賢
士
何
獨
不

然
。
」 

七 

若
重
規
合
矩 

『
潛
夫
論
』
思
賢
「
是
故
雖
相
去
百
世
，
縣
年
一
紀
，
限
隔
九
州
，
殊
俗
千
里
，
然
其
亡
徵
敗

迹
，
若
重
規
襲
矩
，
稽
節
合
符
。
」
校
正74 

八 

要
言 

『
抱
朴
子
』
內
篇
・
暢
玄
「
夫
玄
道
者
，
得
之
乎
內
，
守
之
者
外
，
用
之
者
神
，
忘
之
者
器
，
此

思
玄
道
之
要
言
也
。
」
校
釋2

。
『
經
』
卷
四
十
六
・
道
無
價
卻
夷
狄
法
「
欲
得
天
心
，
乃
宜
旦

夕
思
吾
書
言
，
已
得
其
意
，
即
亦
得
天
心
矣
，
其
價
直
多
少
乎
。
故
賜
國
家
千
金
，
不
若
與
其
一

要
言
可
以
治
者
也
。
」46.2b 

九 

人
民
不
聚 

『
易
林
』
大
壯
「
未
濟
，
桀
亂
無
道
，
民
散
不
聚
，
倍
室
弃
家
，
逃
遁
出
走
。
」9.7a 

一
〇 

外
附 

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
「
內
守
外
附
而
社
稷
存
。
」 
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一
一 
致
大
賢
聖
人
仙
士 

『
漢
書
』
蕭
何
傳
「
臣
願
大
王
王
漢
中
，
養
其
民
以
致
賢
人
。
」2007 

一
二 

三
光 

『
莊
子
』
雜
篇
・
說
劍
「
上
法
圓
天
以
順
三
光
，
下
法
方
地
以
順
四
時
，
中
和
民
意
以
安
四
郷
。
」

集
釋1022

。
『
經
』
卷
九
十
二
・
三
光
蝕
訣
「
『
請
問
天
之
三
光
何
故
時
蝕
邪
。
』
『
善
哉
，
子

之
所
問
。
是
天
地
之
大
怨
，
天
地
戰
鬪
，
不
知
其
驗
見
效
於
日
月
星
辰
。
』 

」92.1a 
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【
原
文
】 

夫
上
〔
善
〕
之
臣
子
民
之
屬
〔
一
〕
，
其
為
行
也
，
常
旦
夕
憂
念
其
君
王
也
，
念
欲
安
之
，
心
正
為
其
疾

痛
。
常
樂
帝
王
垂
拱
而
自
治
也
，
其
民
臣
莫
不
象
之
而
孝
慈
也
。
上
〔
二
〕
得
天
心
，
下
得
地
意
，
中
央

使
萬
民
莫
不
懽
心
〔
三
〕
，
無
有
冤
結
〔
四
〕
。
蚑
行
之
屬
莫
不
嚮
風
而
化
〔
五
〕
，
萬
物
各
〔
六
〕
得
其
所
，
天

地
和
恱
〔
七
〕
，
人
君
為
増
壽
〔
八
〕
，
上
老
至
于
〔
九
〕
嬰
兒
，
不
知
復
為
惡
。
天
下
且
惜
其
君
恐
老
，
天
地

必
使
神
人
持
負
靈
藥
告
之
。
帝
王
服
之
，
壽
無
窮
矣
〔
一
〇
〕
。 

 

【
校
勘
】
対
校
本
：
『
太
平
經
』
卷
四
十
七
「
上
善
臣
子
弟
子
為
君
父
師
得
仙
方
訣
第
六
十
三
」 

〔
一
〕
經
作
「
夫
上
善
之
臣
子
民
之
屬
也
」
。
從
經
。 

〔
二
〕
經
云
「
其
為
政
治
，
但
樂
使
王
者
安
坐
而
長
游
。
其
治
乃
上
得
天
心
，
下
得
地
意
」
。 

〔
三
〕
經
作
「
中
央
則
使
萬
民
莫
不
懽
喜
」
。 

〔
四
〕
「
結
」
字
下
有
「
失
職
者
也
」
。 

〔
五
〕
「
化
」
字
下
有
「
為
之
無
有
疫
死
者
」
。 

〔
六
〕
「
各
」
、
經
作
「
莫
不
盡
」
。 

〔
七
〕
「
天
地
和
恱
」
、
經
作
「
天
地
和
合
，
三
氣
俱
悅
」
。 

〔
八
〕
「
為
増
壽
」
、
經
作
「
為
之
增
壽
益
筭
」
。 

〔
九
〕
「
至
于
」
、
經
作
「
到
于
」
。 

〔
一
〇
〕
經
云
「
皆
惜
其
君
且
老

。
。
。
。
。
，
治
乃
得
天
心
，
天
地
或
使
神
持
負
藥
而
告
子
之

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
，
得
而
服
之

。
。
。
。
，
終
世
不

。
。
。

知
窮
時
也

。
。
。
。

」 

 

【
訓
読
】 

夫
れ
上
善
の
臣
子
民
の
属
い
、
其
れ
行
い
を
為
す
や
、
常
に
旦
夕
憂
い
て
其
の
君
王
を
念
う
な
り
、

お
も
い
て
之
れ
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
し
、
心
正
に
し
て
其
れ
の
為
に
疾
痛
す
。
常
に
帝
王
垂
拱
し
て
自
ず

か
ら
治
ま
る
を
楽 ね

が

う
な
り
、
其
の
民
臣
は
之
れ
に
象
り
て
孝
慈
な
ら
ざ
る
な
し
。
上
は
天
心
を
得
、
下

は
地
意
を
得
、
中
央
は
万
民
を
し
て
歓
心
ぜ
ざ
る
な
か
ら
し
め
、
冤
結
有
ら
ざ
ら
し
む
。
蚑
行
の
属
い

は
風
に
嚮
か
い
て
化
せ
ざ
る
な
く
、
萬
物
は
各
々
其
の
所
を
得
。
天
地
は
和
悦

わ
え
つ

し
、
人
君
は
増
壽
と
な

る
。
上
老
よ
り
嬰
児
に
至
り
、
復
た
悪
を
為
す
を
知
ら
ず
。
天
下
は
且
つ
其
の
君
の
恐
ら
く
老
ゆ
る
を
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惜
し
み
、天
地
は
必
ず
神
人
を
し
て
霊
薬
を
持
負
し
て
之
れ
に
告
げ
し
む
。帝
王
は
之
れ
を
服
す
れ
ば
，

壽
窮
ま
り
無
し
。 

 

【
訳
文
】 

さ
て
、
上
善
一
に
達
し
た
臣
下
と
国
民
と
い
う
範
疇
に
入
る
人
は
、
や
る
べ
き
こ
と
を
行
う
際
に

二
、
日
夜
問
わ
ず
常
三々
自
分
の
君
主
を
気
に
か
け
、
君
主
の
心
を
正
し
く
四
保
ち
、
君
主
の
為
に
心

を
痛
め
る
こ
と
を
し
た
い
。
い
つ
も
君
主
が
何
か
を
す
る
こ
と
な
く
、
天
下
が
よ
く
治
ま
っ
て
い
る

こ
と
五
を
願
い
、
国
民
と
臣
下
に
は
、
君
主
に
な
ら
い
六
、
親
を
大
切
に
し
て
子
供
を
慈
し
七
ま
な
い

人
が
い
な
い
。
上
は
天
意
に
叶
い
、
下
は
地
意
に
沿
い
八
、
天
地
の
間
は
万
民
九
を
喜
ば
せ
、
彼
ら
の

心
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
る
怨
み
一
〇
を
解
消
さ
せ
る
。
虫
の
た
ぐ
い
に
は
感
化
一
一
さ
れ
な
い
も
の
が
な

く
、
万
物
は
そ
れ
ぞ
れ
居
る
べ
き
と
こ
ろ
に
満
足
し
て
い
る
一
二
。
天
地
が
和
悦
し
一
三
、
君
主
の
寿
命

が
延
ば
さ
れ
る
一
四
。
長
老
一
五

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
ま
た
悪
い
こ
と
を
し
よ
う
一
六
と
思
わ
な
い
。
天

下
の
人
々
で
さ
え
も
、
君
主
が
年
を
と
っ
て
衰
え
る
こ
と
を
心
配
す
る
の
を
痛
ま
し
く
思
う
一
七
か
ら 

、
天
地
は
必
ず
神
人
を
遣
わ
し
、
霊
薬
を
持
っ
て
君
主
を
教
え
諭
す
だ
ろ
う
。
君
主
は
そ
れ
を
飲
め

ば
、
限
り
な
く
長
生
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
八
。 

 

一 

上
善 

『
老
子
』
第
八
章
「
上
善
若
水
。
水
善
利
萬
物
而
不
爭
。
」
校
釋31 

二 

為
行 

『
莊
子
』
雜
篇
・
盜
跖
「
子
張
問
於
滿
苟
得
曰
，
盍
不
為
行
，
無
行
則
不
信
，
不
信
則
不
任
，
不

任
則
不
利
，
故
觀
之
名
，
計
之
利
，
而
義
眞
是
也
。
若
棄
名
利
，
反
之
於
心
，
則
夫
士
之
為
行
，

不
可
一
日
不
為
乎
。
」
集
釋1002

。 

三 

旦
夕 

『
尚
書
』
冏
命
「
昔
在
文
武
、
聦
明
齊
聖
。
小
大
之
臣
、
咸
懷
忠
良
。
其
侍
御
僕
從
，
罔
匪
正

人
，
以
旦
夕
承
弼
厥
辟
，
出
入
起
居
，
罔
有
不
欽
，
發
號
施
令
，
罔
有
不
臧
。
」246 

四 

心
正 

合
校
作
「
念
欲
安
之
心
，
正
為
其
疾
痛
」138 
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『
經
』
卷
九
十
六
「
人
之
至
誠
，
有
所
可
念
，
心
中
爲
其
疾
痛
，
故
乃
發
心
腹
不
而
食
也
。
」 

『
禮
記
』
大
學
「
古
之
欲
明
德
於
天
下
者
，
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
，
先
齊
其
家
。
欲
齊
其
家

者
，
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
，
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
，
先
誠
其
意
」
，
「
意
誠
而
后
心

正
，
心
正
而
后
身
脩
」1673

。
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
「
故
為
人
君
者
，
正
心
以
正
朝
廷
。
」

2502

。
『
鈔
』
丁
部
卷
四
「
夫
心
者
，
主
持
正
也
。
」
合
校227

。
『
經
』
卷
九
十
二
「
心
者
主

正
事
，
倚
仁
則
明
，
復
有
神
光
」
合
校388

。
『
經
』
卷
九
十
二
・
火
氣
正
神
道
訣
「
夫
火
者
，

乃
是
天
之
心
也
。
心
主
神
，
心
正
則
神
當
明
。
」
合
校389

。
『
鈔
』
癸
部
卷
十
「
念
者
能
致

正
，
亦
能
致
邪
，
皆
從
志
意
生
矣
。
」
，
「
心
者
，
五
藏
之
主
，
主
即
王
也
，
王
主
執
正
，
有
過

乃
白
於
天
也
」
合
校737

。 

（
参
考
）
『
太
平
経
』
に
お
け
る
長
生
法
は
大
別
し
て
二
種
類
が
あ
る
。
一
つ
は
「
守
一
」
「
存

思
」
で
あ
り
、
第
二
は
善
行
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
法
は
実
は
密
接
に
関

連
し
て
い
る
。
『
太
平
経
』
に
置
い
て
①
「
心
」
は
善
悪
正
邪
を
判
断
す
る
中
枢
器
官
、
②

「
心
」
に
は
命
を
司
る
「
心
神
」
が
宿
っ
て
い
る
、
③
人
間
は
善
を
行
い
、
自
分
の
「
心
」
を
見

つ
め
て
体
内
神
を
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
寿
命
を
延
ば
す
。
（
神
塚
「
『
太
平
経
』
に
お
け
る

『
心
』
の
概
念
」
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
九
九
年
。
神
塚
「
『
太
平
経
』
の

世
界
」
『
道
教
の
神
々
と
経
典
』
講
座
道
教
第
一
巻
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
） 

『
經
』
卷
四
十
三
「
大
小
諫
正
法
」
合
校103

。
『
經
』
卷
四
十
七
・
上
善
臣
子
弟
子
為
君
父
師

得
仙
方
訣
「
（
上
善
之
弟
子
）
念
君
父
師
將
老
，
無
有
可
以
復
之
者
（
『
鈔
』
作
『
無
以
可
報

之
』
，
『
道
典
論
』
作
『
無
有
可
以
報
復
之
者
』
）
，
常
思
行
（
『
道
典
論
』
無
行
字
）
為
師
得

（
『
鈔
』
作
求
）
殊
方
異
文
，
可
以
報
功
者
（
『
道
典
論
』
無
者
字
）
。
惟
念
之
正
，
心
痛
也

（
合
校
作
『
惟
念
之
正
心
痛
也
』
，
『
道
典
論
』
作
『
每
悔
念
之
正
心
痛
也
』2.8b

）
，
不
得
奇

異
也
（
『
道
典
論
』
無
此
句
）
。
」
合
校142

，
「
今
人
實
惡
，
不
合
天
心
，
故
天
不
具
出
其
良

藥
方
也
。
」
合
校144

，
「
是
故
上
古
三
皇
垂
拱
，
無
事
無
憂
也
。
其
臣
謹
良
，
憂
其
君
正
，
常

心
痛
（
合
校
作
『
憂
其
君
，
正
常
心
痛
』
）
，
乃
敢
助
君
平
天
下
也
。
尚
復
爲
其
索
得
天
上
仙

方
，
以
予
其
君
也
，
故
其
君
得
壽
也
。
」
合
校145

。 
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あ
る
い
は
「
念
い
て
之
れ
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
し
、
心
正
し
く
」
と
読
む
か
。 

『
經
』
卷
九
十
六
・
守
一
入
室
知
神
戒
「
臣
者
，
必
當
助
帝
王
德
君
，
共
安
天
地
六
方
八
洞
，

得
其
意
，
乃
國
可
長
安
也
。
欲
安
之

。
。
。

，
必
當
正
文
正
辭
正
言

。
。
。
。
。
。
。
。

。
故
以
拘
校
文
辭
，
得
以
大
正

。
。
。
。

，

必
當
群
賢
上
士
出
，
共
輔
帝
王
。
」
合
校435 

五 

垂
拱
而
自
治 

『
尚
書
』
武
成
「
列
爵
惟
五
，
分
土
惟
三
。
建
官
惟
賢
，
位
事
惟
能
。
重
民
五
教
，
惟
食
、
喪
、

祭
。
惇
信
明
義
，
崇
德
報
功
。
垂
拱
而
天
下
治
。
」185 

六 

民
臣
莫
不
象
之 

『
左
傳
』
襄
公
三
十
一
年
「
公
曰
：
『
善
哉
，
何
謂
威
儀
。
』
對
曰
：
『
有
威
而
可
畏
，
謂
之

威
，
有
儀
而
可
象
，
謂
之
儀
。
君
有
君
之
威
儀
，
其
臣
畏
而
愛
之
，
則
而
象
之
，
故
能
有
其
國

家
，
令
聞
長
世
。
』
」2016 

七 

孝
慈 

『
論
語
』
為
政
「
子
曰
：
『
臨
之
以
莊
則
敬
，
孝
慈
則
忠
，
舉
善
而
教
不
能
則
勸
。
』
」
集
釋

119

。
『
老
子
』
第
十
九
章
「
絕
聖
棄
智
，
民
利
百
倍
。
絕
仁
棄
義
，
民
復
孝
慈
。
絕
巧
棄
利
，

盜
賊
无
有
。
」
校
釋74 

八 

上
得
天
心
，
下
得
地
意 

『
尚
書
』
咸
有
一
德
「
克
享
天
心
，
受
天
明
命
。
」165

。
『
三
國
志
』
呉
書
・
陸
凱
傳
「
上
應

天
心
，
下
合
地
意
，
天
下
幸
甚
。
」1402

。
『
鈔
』
庚
部
卷
七
「
自
古
及
今
，
大
聖
之
定
，
凡
事

乃
去
同
取
異
，
乃
得
天
地
之
心
意
」
合
校528

、
「
然
未
欲
大
得
天
地
之
心
意
，
有
益
於
帝
王
政

理
者
，
乃
當
順
用
天
地
之
心
意
」
合
校646

な
ど
、
「
天
地
の
心
意
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。 

九 

中
央 

『
老
子
』
第
五
章
「
天
地
不
仁
，
以
萬
物
為
芻
狗
，
聖
人
不
仁
，
以
百
姓
為
芻
狗
，
天
地
之
間
，

其
猶
橐
籥
乎
，
虚
而
不
屈
，
動
而
愈
出
。
」
校
釋22 

一
〇 

冤
結 

『
尚
書
』
泰
誓
下
「
今
商
王
受
，
狎
侮
五
常
，
荒
怠
弗
敬
。
自
絶
于
天
，
結
怨
于
民
。
」18

。

『
楚
辞
』
九
章
・
悲
回
風
「
悲
回
風
之
搖
蕙
兮
，
心
怨
結
而
內
傷
。
」
補
注155 

一
一 

嚮
風
而
化 

『
莊
子
』
天
運
「
夫
白
鶂
之
相
視
，
眸
子
不
運
而
風
化
。
蟲
雄
鳴
於
上
風
，
雌
應
於
下
風
而
風

化
。
類
自
為
雌
雄
，
故
風
化
。
」
集
釋532

。
『
史
記
』
司
馬
相
如
傳
「
登
明
堂
，
坐
清
廟
，
恣
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羣
臣
，
奏
得
失
，
四
海
之
内
，
靡
不
受
獲
，
於
斯
之
時
，
天
下
大
說
，
嚮
風
而
聽
，
隨
流
而

化
。
」3042

。
『
漢
書
』
禮
樂
志
「
宜
興
辟
雍
，
設
庠
序
，
陳
禮
樂
，
隆
雅
頌
之
聲
，
盛
揖
攘
之

容
，
以
風
化
天
下
。
」1033

（
譯
文
從
『
史
記
』
『
漢
書
』
） 

一
二 

各
得
其
所 

『
周
易
』
繫
辭
下
「
日
中
為
市
，
致
天
下
之
民
，
聚
天
下
之
貨
，
交
易
而
退
，
各
得
其
所
。
」86 

一
三 

天
地
和
恱 

『
周
禮
』
夏
官
司
馬
・
撢
人
「
掌
誦
王
志
，
道
國
之
政
事
，
以
巡
天
下
之
邦
國
而
語
之
，
使
萬
民

和
說
而
正
王
面
。
」865

。
『
鈔
』
乙
部
卷
二
「
王
者
行
道
，
天
地
喜
悦
，
失
道
，
天
地
為
灾

異
。
」
合
校17 

一
四 

增
壽 

『
論
衡
』
變
虛
「
善
政
賢
行
，
尚
不
能
卻
，
出
虛
華
之
三
言
，
謂
星
卻
而
禍
除
，
增
壽
延
年
，
享

長
久
之
福
，
誤
矣
。
」
校
釋209

（
参
考
）
「
益
算
」
は
『
抱
朴
子
』
内
篇
・
遐
覽
に
「
『
立
功

益
筭
經
』
」335

と
あ
る
。
『
老
君
音
誦
誡
經
』
に
「
延
年
益
筭
」6a

と
い
う
表
現
が
見
え
る
。 

一
五 

上
老 

『
尚
書
大
傳
』
為
之
「
上
老
平
明
坐
於
右
塾
，
庶
老
坐
於
左
塾
。
」
鄭
注
「
上
老
，
父
師
也
。
」

5.6a

。
『
鈔
』
己
部
卷
六
「
上
老
失
之
，
丁
壯
得
之
，
丁
壯
失
之
，
少
者
得
之
，
以
類
相
補
，
共

成
一
善
辭
矣
。
」6.13b 

一
六 

復
為
惡 

『
毛
詩
』
小
雅
・
雨
無
正
「
周
宗
既
滅
，
靡
所
止
戾
。
正
大
夫
離
居
，
莫
知
我
勩
。
三
事
大
夫
，

莫
肯
夙
夜
。
邦
君
諸
侯
，
莫
肯
朝
夕
。
庶
曰
式
臧
，
覆
出
為
惡
。
」447 

一
七 

惜
其
君
恐
老 

『
楚
辭
』
惜
誓
「
惜
余
年
老
而
日
衰
兮
，
歲
忽
忽
而
不
反
。
」
補
注227

。
『
抱
朴
子
』
內
篇
・

雜
應
「
吳
有
道
士
石
春
，
每
行
氣
為
人
治
病
，
輒
不
食
，
以
須
病
者
之
愈
，
或
百
日
，
或
一
月
乃

食
。
吳
景
帝
聞
之
曰
，
此
但
不
久
，
必
當
飢
死
也
。
乃
召
取
鏁
閉
，
令
人
備
守
之
。
春
但
求
三
二

升
水
，
如
此
一
年
餘
，
春
顏
色
更
鮮
悅
，
氣
力
如
故
。
景
帝
問
之
，
可
復
堪
幾
時
。
春
言
無
限
，

可
數
十
年
，
但
恐
老
死
耳
，
不
憂
飢
也
。
」
校
釋269 

一
八 

壽
無
窮 
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『
抱
朴
子
』
内
篇
・
金
丹
「
抱
朴
子
曰
，
按
黃
帝
九
鼎
神
丹
經
曰
，
黃
帝
服
之
，
遂
以
昇
仙
。
又

云
，
雖
呼
吸
道
引
，
及
服
草
木
之
藥
，
可
得
延
年
，
不
免
於
死
也
。
服
神
丹
令
人
壽
無
窮
已
，
與

天
地
相
畢
，
乘
雲
龍
駕
，
上
下
太
清
。
」
校
釋74 


